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11月２日　草津白根山の初冠雪
本格的な冬のシーズン到来です。

【万座三叉路より撮影】

まだまだ寒さには負
けないよ～

冬の訪れ 草津白根山初冠雪



平
成
平
成
2828
年
度
年
度

    
草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検
が

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検
が

    

挙
行
さ
れ
ま
し
た

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
20
日
、
毎
年
恒
例
の
草
津
町
消

防
団
秋
季
点
検
が
草
津
中
学
校
校
庭
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
肌
寒
い

な
か
、
黒
岩
町
長
を
点
検
執
行
官
と
し

て
、
消
防
団
員
の
服
装
や
装
備
の
点
検

が
行
わ
れ
、
小
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
井
団
長
を
中
心
と
し
た
団
員
の
真

剣
な
取
り
組
み
に
、
総
合
的
に
良
好
な

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
防
災
の
要
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

【
退
職
団
員
報
償（
銀
杯
）】（
６
名
）

元
第
１
分
団　

分
団
長 

関　
　

康
寛

元
第
２
分
団　

分
団
長 

宮
嵜　

正
雄

元
第
６
分
団　

分
団
長 

岡
田　
　

薫

元
第
５
分
団　

分
団
長 

山
口　

貴
行

元
第
３
分
団　

分
団
長 

新
井　

雄
二

元
第
５
分
団　

班
長 

堀
内　

敏
之

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
１
名
）

副
団
長 

政
次　

康
宏

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】（
１
名
）

団
長 

直
井　

新
吾

【
精
積
章
】（
１
名
）

副
団
長 

早
川　

信
之

◆
群
馬
県
知
事
表
彰

【
総
合
表
彰
】（
１
名
）

 

直
井　

新
吾

【
消
防
防
災
功
労
】（
１
名
）

副
団
長 

早
川　

信
之

◆
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】（
６
名
）

元
第
１
分
団　

分
団
長 

関　
　

康
寛

元
第
２
分
団　

分
団
長 

宮
嵜　

正
雄

元
第
３
分
団　

分
団
長 

新
井　

雄
二

元
第
５
分
団　

分
団
長 

山
口　

貴
行

元
第
６
分
団　

分
団
長 

岡
田　
　

薫

元
第
５
分
団　

班
長 

堀
内　

敏
之

【
功
労
章
】（
５
名
）

第
５
分
団　

分
団
長 

萩
原　

健
司

第
６
分
団　

分
団
長 

山
崎　

徹
也

第
１
分
団　

分
団
長 

目
澤　
　

豊

第
３
分
団　

分
団
長 

川
島　
　

武

第
２
分
団　

分
団
長 

冨
岡　

勇
一

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
５
名
）

第
５
分
団　

副
分
団
長 

山
口　

英
喜

第
６
分
団　

副
分
団
長 

中
澤　

真
樹

第
１
分
団　

副
分
団
長 

青
木　
　

猛

第
３
分
団　

副
分
団
長 

宮
崎　
　

秀

第
２
分
団　

副
分
団
長 

本
多　
　

将

【
精
績
章
】（
５
名
）

第
２
分
団　

副
班
長 

小
林　

恵
生

第
３
分
団　

副
班
長 

大
髙　

匡
史

第
４
分
団　

団
員 

森
田　

知
明

第
２
分
団　

団
員 

土
屋　

和
貴

第
２
分
団　

団
員 

西
村　

孝
允

【
精
勤
章
】（
22
名
）

・
25
年

本
部
技
術
部
長 

町
田　

真
一

・
20
年

本
部
喇
叭
部
長 

吉
田　

健
次

第
４
分
団　

副
分
団
長 

竹
渕　
　

宏

第
６
分
団　

班
長 

宮
崎　

修
一

・
15
年

第
６
分
団　

班
長 

両
川　

武
志

第
６
分
団　

班
長 

橋
爪
今
朝
幸

第
５
分
団　

班
長 

市
場　

陽
介

第
５
分
団　

班
長 

加
藤　
　

賢

第
３
分
団　

班
長 

久
保
田　

悟

第
１
分
団　

副
班
長 

市
川　
　

匠

第
４
分
団　

団
員 

岩
崎　

浩
一

第
４
分
団　

団
員 

鈴
木　

将
志

・
10
年

第
２
分
団　

副
班
長 

小
林　

恵
生

第
３
分
団　

副
班
長 

大
髙　

匡
史

第
４
分
団　

団
員 

森
田　

知
明

いでゆ　第623号 2



第
２
分
団　

団
員 

土
屋　

和
貴

第
２
分
団　

団
員 

西
村　

孝
允

・
５
年

第
２
分
団　

団
員 

山
口　
　

洋

第
３
分
団　

団
員 

板
垣　

明
周

第
６
分
団　

団
員 
花
岡　

明
仁

第
６
分
団　

団
員 
倉
田　

直
人

第
６
分
団　

団
員 

内
山　

将
太

◆
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰

【
成
績
優
良
者
表
彰
】（
５
名
）

第
５
分
団　

副
分
団
長 

山
口　

英
喜

第
６
分
団　

副
分
団
長 

中
澤　

真
樹

第
１
分
団　

副
分
団
長 

青
木　
　

猛

第
３
分
団　

副
分
団
長 

宮
崎　
　

秀

第
２
分
団　

副
分
団
長 

本
多　
　

将

【
無
火
災
表
彰
】（
５
年
）

第
６
分
団

【
永
年
勤
続
者
表
彰
】（
22
名
）

・
30
年

副
団
長 

早
川　

信
之

副
団
長 

政
次　

康
宏

・
25
年

本
部
警
防
部
長 

黒
岩　

哲
夫

本
部
技
術
部
長 

町
田　

真
一

本
部
水
利
部
長 

井
出　

光
治

・
20
年

本
部
喇
叭
部
長 

吉
田　

健
次

第
３
分
団　

副
分
団
長 

宮
崎　
　

秀

第
６
分
団　

班
長 

宮
崎　

修
一

・
15
年

第
６
分
団　

班
長 

両
川　

武
志

第
６
分
団　

班
長 

橋
爪
今
朝
幸

第
５
分
団　

班
長 

熊
川　

一
記

第
５
分
団　

班
長 

加
藤　
　

賢

第
３
分
団　

班
長 

久
保
田　

悟

第
１
分
団　

副
班
長 

市
川　
　

匠

第
１
分
団　

副
班
長 

大
竹　

伸
弥

第
２
分
団　

副
班
長 

田
村　

圭
亮

第
４
分
団　

団
員 

山
本　

康
弘

・
10
年

第
６
分
団　

副
班
長 

神
保　

健
太

第
４
分
団　

団
員 

森
田　

知
明

第
２
分
団　

団
員 

土
屋　

和
貴

第
３
分
団　

団
員 

大
髙　

匡
史

第
２
分
団　

団
員 

西
村　

孝
允

◆
草
津
町
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】（
５
名
）

元
第
１
分
団　

分
団
長 

関　
　

康
寛

元
第
６
分
団　

分
団
長 
岡
田　
　

薫

元
第
５
分
団　

分
団
長 
山
口　

貴
行

元
第
３
分
団　

分
団
長 

新
井　

雄
二

元
第
５
分
団　

班
長 

堀
内　

敏
之

【
優
良
団
員
表
彰
】（
６
名
）

第
１
分
団　

副
班
長 

市
川　
　

匠

第
２
分
団　

副
班
長 

磯
部　

和
敏

第
３
分
団　

副
班
長 

若
林　

修
平

第
４
分
団　

副
班
長 

高
木　
　

優

第
５
分
団　

副
班
長 

黒
岩　

英
之

第
６
分
団　

副
班
長 

神
保　

健
太

　時節柄、空気が乾燥しているため、火災が発生しやすい季節を迎えます。
　暖房器具等の熱源を使用する際には、細心の注意を払っていただきますようお願いします。
　火災の発生は、人命や財産などの全てを奪いかねない怖ろしい災害です。しかし、火災予防に対
する意識を常に心がけることで災害を免れることは可能です。
　町民のみなさまには、安全な町づくりのためにぜひご協力いただきますようお願い申し上げます。

※ 

名
簿
順
に
つ
い
て
は
、
階
級
及
び
勤
続

年
数
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
敬
称
略
。

ごみステーションごみステーションへのへのごみの出し方ごみの出し方について（お願い）について（お願い）
　最近、ごみステーションへの「ごみの出し方」について、ルールを守らない方、粗大ごみを出す方が見受けられます。
　ごみステーションは、個人の土地をお借りして設置してある所、住宅に隣接して設置してある所もあるので、マナー
を守らず、ごみを出されると近隣の方々が大変迷惑します。
　ルールを守って、ごみを出すようお願いします。

決められた曜日に、決められたものを、決められた時間に、決められた方法で、決められた場所に
出してください。

粗大ごみは直接クリーンセンターに持ち込んでください。

　家電リサイクル法に該当する家電（テレビ・エアコン・洗濯機・冷蔵庫・冷凍庫）、パソコン、耐火金庫、バッテリー
などは、クリーンセンターでは処分できません（持ち込めません）。販売店や専門の処理業者に依頼してください。

決められた曜日 可燃、不燃、資源（ペットボトル等）毎に、地区毎に出す曜日が決められています。

決められたもの 可燃、不燃、資源をしっかりと分別して、町指定のゴミ袋に入れ、それぞれの収集の曜日に出して
ください。

決められた時間 午前７時から８時の間に、ごみステーションに出してください。

＊ふとん・電化製品等の粗大ごみは、ごみステーションには出せません。

ごみステーションは、ごみ捨て場ではありません。ごみを集めるための一時的な集積場所です。
ルールを守って、みなさんできれいに使いましょう。

  草津町・草津町環境衛生組合  

ごみの
出し方

いでゆ　第623号3



糖
尿
病

糖
尿
病

●
会
場

岩
櫃
ふ
れ
あ
い
の
郷

３
Ｆ
東
吾
妻
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡  
０
２
７
９
・
６
８
・
２
２
６
１

●
応
募
締
め
切
り

１
回
目　

11
月
19
日（
土
）

２
回
目　

11
月
25
日（
金
）

３
回
目　

12
月
２
日（
金
）

●
定
員

１
回
目
・
２
回
目
：
先
着
30
名

３
回
目
：
先
着
18
名

※ 

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
、
糖
尿
病

の
方
な
ど

※ 

各
３
回
共
に
栄
養
相
談
は
、
糖
尿
病

に
関
す
る
お
悩
み
や
不
安
を
栄
養
士

が
20
分
位
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
糖
尿
病
予
防
教
室
お
申
し
込
み

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
中
島
奈
央
子
）

℡  
０
２
７
９
・
６
３
・
２
３
０
４

℻  
０
２
７
９
・
６
３
・
２
３
０
５

▼
主
催

吾
妻
郡
栄
養
士
会

平
成
28
年
11
月
26
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
10
分

（
受
付
13
時
）

▼
講
演

「
糖
尿
病
の
い
ろ
は
」

 

講
師
：
群
馬
大
学
附
属
病
院

内
分
泌
糖
尿
病
内
科

医
師　

多
賀
谷
裕
子
先
生

 「
糖
尿
病
の
食
事
療
法 

ウ
ソ
・

ホ
ン
ト
！
」

講
師
：
原
町
赤
十
字
病
院

管
理
栄
養
士　

中
島
美
江
先
生

▼
試
食

「
ヘ
ル
シ
ー
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」

▼
栄
養
相
談

15
時
10
分
〜
（
希
望
者
の
み
）

▼
持
ち
物

筆
記
用
具

第１回

平
成
28
年
12
月
６
日（
火
）

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

（
受
付
13
時
）

▼
講
演
・
軽
い
運
動

「
生
活
習
慣
予
防
の
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
」

講
師
：
群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院

健
康
運
動
指
導
士　

内
藤　

舞
先
生

「
私
に
も
で
き
る
体
に
良
い
食
事
」

講
師
：
群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院

管
理
栄
養
士　

石
坂
和
広
先
生

▼
試
食

「
体
に
や
さ
し
い
蒸
し
ケ
ー
キ
と

紅
茶
」

▼
栄
養
相
談

15
時
40
分
〜
（
希
望
者
の
み
）

▼
持
ち
物

動
き
や
す
い
し
た
く
、
筆
記
用
具

第２回

平
成
28
年
12
月
10
日(

土)

10
時
15
分
〜
13
時

（
受
付
10
時
）

▼
調
理
実
習

「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
野
菜

た
っ
ぷ
り
な
食
事
」

講
師
：
高
山
村
保
健
セ
ン

タ
ー

管
理
栄
養
士　

藤
井
な
お

み
先
生

地
域
活
動
栄
養
士
協
議
会

の
先
生
方

▼
栄
養
相
談

13
時
〜
（
希
望
者
の
み
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

第３回

参加費参加費　無料！　無料！

11月は「過労死等防止啓発月間」です
～トップが決意を持って、長時間労働の削減に向けた取組を推進しましょう～

《過重労働解消キャンペーン特設ページ》
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign.html

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

糖
尿
病
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

予
防
教
室
の
ご
案
内

いでゆ　第623号 4



■
情
報
提
供  

　

刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
の
過
程
で

利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■
経
済
的
負
担
の
軽
減  

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て
警
察
が
支
出
す

る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
精
神
的
負
担
の
軽
減  

　

安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な
ど
が
で
き
る

よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設
置
す
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
安
全
の
確
保  

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、再
度
危
害
を
受
け
な
い
よ
う

に
、防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、様
々

な
機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度  

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負
傷
又
は

疾
病
が
生
じ
た
場
合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人

に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。（
審
査
に
よ
り
減
額
又
は
不
支
給
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先  

長
野
原
警
察
署

長
野
原
警
察
署    

警
務
課

警
務
課

℡  
℡  ８
２
・
０
１
１
０

８
２
・
０
１
１
０

警
察
で
は
犯
罪
の
被
害
者
や
家
族
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
野
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　中之条税務署では、収支内訳書や青色申告決算書の作成方法や作成にあたっての注意点などについて、次

のとおり説明会を開催いたします。

　なお、説明会で使用する資料は、当日、会場で配付し、講師は中之条税務署職員又は税理士が行います。

開催日 開催時間 開催会場 対　象　者

12月６日（火） 10：00～11：30

中之条町ツインプラザ
視聴覚室（２階）

中之条町大字伊勢町1005－1

営業所得を有する白色申告の方

12月６日（火） 13：30～15：00 農業所得を有する白色申告の方

12月７日（水） 10：00～11：30 営業所得を有する青色申告の方

12月７日（水） 13：30～15：00 農業所得を有する青色申告の方

◆お問い合わせ先：中之条税務署　TEL.0279－75－3355（自動音声案内「２」を選択してください。）

決算説明会のご案内

〜
警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
〜

中之条税務署からのお知らせ

いでゆ　第623号5



さ
し
の
べ
て

さ
し
の
べ
て

あ
な
た
の
そ
の
手

あ
な
た
の
そ
の
手

い
ち
は
や
く

い
ち
は
や
く

平
成
28
年
11
月
１
日
㈫
〜

　
　
　

30
日
㈬
ま
で
の
一
カ
月
間

平
成
28
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
標
語

　

保
護
者
や
同
居
人
に
よ
る
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
」
が
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
被
害
や
死
亡
事
例
を
な
く
し
、

子
ど
も
の
人
権
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
虐
待
に
気
づ
き
、
対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

虐
待
は
特
別
な
家
庭
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
と
し
て
、
社
会
全
体
で
虐
待

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
発
見
し
た
場
合
や
、
近
隣
の
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い

と
思
っ
た
と
き
は
、
草
津
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
事
務
局
（
草
津
町
役
場
健
康
推
進
課
）
ま
た
は
児
童
相

談
所
に
相
談
・
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

育
児
は
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
育
児
の
大
変

さ
に
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
一
人
で
悩
ん
で

い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
悩
み
や
不
安
を
相
談
し
て
、

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

気
持
ち
を
解
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

草
津
町
健
康
推
進
課
で
は
、育
児
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
相
談
所
等
も
相
談
窓
口
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
分
は
虐
待
し
て
い
る
か
も
…

虐
待
か
も
…
と
気
付
い
た
ら
、
相
談
・
通

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆草津町役場健康推進課（要保護児童対策地域協議会事務局）
　　　　　　　　TEL.88－5797

◆児童相談所全国共通ダイヤル　１
いちはやく

８９
＊平成27年７月１日より３桁の番号に変わりました。

＊発信元の市内局番などから管轄の児童相談所につながります。

＊TEL.0570－064－000でもお近くの児童相談所につながります。

◆全国　子育て・虐待防止ホットライン　TEL.0570－011－077
子ども虐待防止に取り組む民間団体等の電話相談窓口につながります。

相談者のプライバシーは守られます

1111
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

期 間 オレンジリボンには、
子ども虐待を防止する
というメッセージが込
められています。

いでゆ　第623号 6



　

10
月
５
日
、
世
田
谷
区
松
沢
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
研
修
の
た

め
21
名
の
委
員
が
来
草
、
役
場
大
会
議

室
に
て
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
双
方
の
協
議
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
、
そ
の
後
は
双
方
地
区

の
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、
当
協
議
会
は
東
京
都
板

橋
区
高
島
平
団
地
へ
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

高
島
平
団
地
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
昭
和
47
年
に
入
居
開
始

以
来
、
日
本
有
数
の
マ
ン
モ
ス
団
地
と

し
て
、
そ
の
名
が
全
国
に
轟
い
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
、
視
察
研
修
を
行
っ
た
の
は
、

高
島
平
２
丁
目
団
地
を
担
当
し
て
い
る

民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
意
見
交
換
会

で
あ
り
ま
し
た
。

　

高
島
平
２
丁
目
団
地
の
人
口
は
約
１

万
１
千
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
化
率
は

49
％
と
２
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
が
お
住
ま
い
の
地
区
で
す
。

　

研
修
の
目
的
は「
高
齢
者
の
見
守
り

に
つ
い
て
」を
メ
イ
ン
に
先
方
の
協
議
会

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
研
修
と
も
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
ら
れ
る

様
子
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
の
経
験
を
、
今
後
の
当
協
議
会
運
営

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都
世
田
谷
区
松
沢
地
区
民
児
協

来
草
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
地
区
民
児
協

訪
問
に
つ
い
て

草津町民生委員児童委員協議会　活動報告

　

10
月
20
日（
木
）、
第
61
回
群
馬
県
更

生
保
護
大
会
が
太
田
市
新
田
文
化
会
館

で
行
わ
れ
、
草
津
町
保
護
司
会
か
ら
３

名
の
方
が
日
頃
の
保
護
司
活
動
に
よ
る

功
労
に
よ
り
関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会

長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
更
生
保
護

へ
の
意
識
を
高
め

る
た
め
毎
年
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年

は
約
９
０
０
名
の

関
係
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

草
津
町
保
護
司
会
と
し
て
は
、
更
生

保
護
事
業
に
対
す
る
意
識
の
統
一
と
士

気
の
高
揚
を
図
り
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ

た
者
の
再
犯
・
再
非
行
の
防
止
と
改
善
更

生
及
び
犯
罪
予
防
の
一
層
の
充
実
を
期

し
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
草
津
町

の
建
設
に
こ
れ
か
ら
も
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◎ 

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

米　
　

敬
さ
ん

　

宮
崎
広
也
さ
ん

　

土
田
陽
一
さ
ん

草
津
町
保
護
司
会
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

吾
妻
保
護
区

湯畑マルシェ2016湯畑マルシェ2016
盛大に開催！！盛大に開催！！

　快晴の10月16日、草津町商工会主催「湯畑マ

ルシェ」が湯路広場において今年も盛大に行われ

ました。25団体が特色ある出店やPRブースを

設け、たくさんの町民や観光客で賑わいました。

いでゆ　第623号7



６月～翌年５月までの
給与支給時に引き去り5

給与から住民税を徴収

従業員等

納税義務者

事業主

特別徴収
義務者

各市町村

税額の計算

給与支給日の
翌月10日まで6

徴収した住民税を納入

１月31日まで1
給与支払報告書の提出

５月31日まで 3
特別徴収税額の通知

2

５月31日まで 4
特別徴収税額通知書の配付

群
馬
県
と
群
馬
県
内
全
市
町
村
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

※
個
人
の
市
町
村
民
税
と
県
民
税
を
総
称
し
て
、「
個
人
住
民
税
」
と
い
い
ま
す
。

群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は

群
馬
県
内
全
市
町
村
で
は

平
成
平
成
2929
年
度
年
度
か
ら
か
ら

個
人
住
民
税

個
人
住
民
税
のの
給
与
給
与
か
ら
の

か
ら
の

特
別
徴
収

特
別
徴
収
のの
実
施
実
施
を
徹
底
し
ま
す

を
徹
底
し
ま
す

○「
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
」
と
は
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事
業
主
（
給
与

支
払
者
）
が
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
特
別

徴
収
（
引
き
去
り
）
し
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

○
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
の
規
定
に
よ
り
、

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事
業

主
は
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
て
、

当
年
４
月
１
日
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
ア

ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
、
役
員
等
を
含
め
て
全

て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

いでゆ　第623号 8



○
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
給
与
支
払

者
（
事
業
主
）

○
前
年
中
（
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）
に
給
与

の
支
払
い
を
受
け
、
か
つ
、
当
年
度
の
初
日

（
４
月
１
日
）
現
在
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義

務
者
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
給

与
所
得
者
（
従
業
員
）

○
た
だ
し
、
次
の
理
由
【
普
Ａ
〜
普
Ｆ
】
に
該

当
す
る
場
合
、
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
、
当
分
の
間
、
例
外
と
し
て
普

通
徴
収
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
、
給
与
支
払
報
告
書
と
一

緒
に「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
」を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
切
替
理
由
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
「
特

別
徴
収
」と
な
り
ま
す
。
な
お
、上
記
理
由
の
符
号
は
、

普
通
徴
収
切
替
理
由
書
の
符
号
と
同
じ
で
す
。）

　

ま
た
、
該
当
す
る
従
業
員
の
「
個
人
別
明
細
書
」
の

「
摘
要
」
欄
に
も
、必
ず
符
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
普
Ｃ
」
の
（　

）
内
の
「
年
間
の
給
与
支
給
額
」
は
、

前
橋
市
、
高
崎
市
及
び
桐
生
市
は
96
万
５
千
円
、
そ

れ
以
外
の
群
馬
県
内
の
市
町
村
は
93
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
　

群
馬
県
以
外
の
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
従
業
員

が
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

普
Ａ
：
総
従
業
員
数
（
他
の
市
町
村
を
含
む

事
業
者
全
体
の
受
給
者
の
人
数
）
が

２
人
以
下
（
次
の
普
Ｂ
〜
普
Ｆ
の
要

件
に
該
当
す
る
者
を
除
い
た
人
数
）

の
事
業
者

普
Ｂ
：
他
の
事
業
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
者
（
乙

欄
該
当
者
）

普
Ｃ
：
給
与
が
少
な
く
税
額
が
引
け
な
い
者

（
年
間
の
給
与
支
給
額
が
93
万
円
以

下
又
は
96
万
５
千
円
以
下
）

普
Ｄ
：
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者

（
不
定
期
受
給
者
）

普
Ｅ
：
個
人
事
業
主
の
親
族
な
ど
、
専
従
者

給
与
が
支
給
さ
れ
て
い
る
者

普
Ｆ
：
休
退
職
者
又
は
給
与
支
払
報
告
等
を

提
出
し
た
年
の
５
月
31
日
ま
で
の
退

職
予
定
者

特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

給
与
所
得
者
（
従
業
員
）

特別徴収を徹底する取り組みに関するお問い合わせ先
特別徴収の制度概要に関すること

県担当課 電話番号 県担当課 電話番号

群馬県総務部市町村課 027-226-2228 群馬県総務部税務課 027-226-2196

具体的な手続きに関すること（各市町村個人住民税担当課）

市町村名 担当課 電話番号 市町村名 担当課 電話番号 市町村名 担当課 電話番号

あ 安中市 税務課 027-382-1111 く 草津町 税務課 0279-88-7186

な

中之条町 税務課 0279-82-2244

い
伊勢崎市 市民税課 0270-27-2716

し

渋川市 税務課 0279-22-2113 長野原町 税務課 0279-75-2111

板倉町 戸籍税務課 0276-82-1111 下仁田町 住民税務課 0274-82-2113 南牧村 住民税務課 0274-87-2011

う 上野村 総務課 0274-59-2111 昭和村 税務課 0278-24-5111 ぬ 沼田市 税務課 0278-23-2111

お

邑楽町 税務課 0276-47-5011 榛東村 税務課 0279-54-2211 ひ 東吾妻町 税務課 0279-68-2111

大泉町 税務課 0276-63-3111

た

高崎市 市民税課 027-321-1218 ふ 藤岡市 税務課 0274-40-2231

太田市 市民税課 0276-47-1818 高山村 税務課 0279-63-2111 ま 前橋市 市民税課 027-898-6208

か

片品村 住民課 0278-58-2111 館林市 税務課 0276-72-4111
み
みどり市 税務課 0277-76-0964

川場村 住民課 0278-52-2111 玉村町 税務課 0270-64-7703 みなかみ町 税務課 0278-62-2111

神流町 住民生活課 0274-57-2111 ち 千代田町 財務課 0276-86-7002 め 明和町 税務課 0276-84-3111

甘楽町 住民課 0274-74-3131 つ 嬬恋村 税務課 0279-96-0511 よ 吉岡町 財務課 0279-26-2237

き 桐生市 税務課 0277-46-1111 と 富岡市 税務課 0274-62-1511
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ベルツこども園ベルツこども園（保育園から認定こども園へ移行）（保育園から認定こども園へ移行）のの
入園募集について入園募集について

平成29年度

　平成29年４月より、ベルツ保育園は現行の認可保育園（保護者の就労や病気などのために、家庭において十

分保育することができない乳幼児を、保護者にかわって保育する施設）だけでなく、保護者の就労等にかかわ

らず入園できる、幼稚園機能を併せ持った「認定こども園」へと移行します。 

【募集人員】

【募集期間】　平成28年11月11日（金）から平成28年12月16日（金）まで
【申込場所】　ベルツ保育園　または　草津町役場住民課窓口
  （現在、保育園に在園しており、来年度も引き続き入園を希望される児童についても申し込みが

必要となります。）

【３つの認定区分】
　施設の利用にあたり、次の３つの認定区分があります。

【教育・保育時間】
　施設を利用できる時間は、次のとおり区分されます。

　教育標準時間　お子さんが満３歳以上で、幼稚園機能の利用を希望される場合

　保育短時間　 主に、保護者のいずれも、または、いずれかがパートタイム勤務（月120時間未満）等を想定

した利用

　保育標準時間　主に、保護者のいずれもが、フルタイム勤務（月120時間以上）を想定した利用

施　設　名 定　員
募　　　集　　　人　　　員

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

ベルツこども園 150名 15名 25名
１号 10名 １号 10名 １号 10名

２号 25名 ２号 25名 ２号 25名

年　齢 保育の必要性 認定区分 利用区分 利用時間 利用できる施設

満３歳以上

なし １号認定 幼稚園機能利用 教育標準時間
・幼稚園
・認定こども園（幼稚園機能）

あり

２号認定

保育園機能利用

保育短時間

・保育園
・認定こども園（保育園機能）

保育標準時間

満３歳未満 ３号認定
保育短時間

保育標準時間

登園
時間

※預かり保育及び延長保育は、別途利用料が必要となります。

16:00 18:00 19:00

教育標準時間
（１号認定）

保育短時間
（２号・３号認定）

9:00
利   用   の   イ   メ   ー   ジ

15:00
〈例〉

教育標準時間

保育短時間（最大８時間）

保育標準時間（最大11時間）

預かり保育（※）

延長保育（※）

保育標準時間
（２号・３号認定）

8:00

いでゆ　第623号 10



【保育の必要性について】
　２号認定、３号認定を受けるためには、保護者が、次の保育を必要とする事由のいずれかに該当する必要が

あります。

【幼稚園機能利用と保育園機能利用との相違点】

※不明な点は、ベルツ保育園または草津町役場住民課保育係へお問い合わせください。

　TEL.88－3738（保育園）　　TEL.88－7192（住民課）

保育を必要とする理由 提出する書類 入　園　期　間

①就労 勤務証明書、自営（従事者）申立書

小学校就学前までの必要な期間
②保護者の疾病、負傷、障害 診断書、障害者手帳等

③病人や障害者の看護、介護 病人や障害者の診断書等

④就学・職業訓練 在学証明書等

⑤産前産後
母子健康手帳（出産予定日がわかる
ページ）のコピー

出産予定月及びその前後各２カ月の
最長５カ月以内

⑥求職中 求職状況調査票 ３カ月以内

区　分 １号認定（幼稚園機能利用） ２号、３号認定（保育園機能利用）

利用時間
教育
標準時間

午前９時～午後３時
保育短時間 午前８時～午後４時（最長８時間）

保育標準時間 午前８時～午後７時（最長11時間）

休園日 土、日曜日、祝祭日、夏・冬・春休み 日曜日、祝祭日、年末年始（土曜保育は希望者のみ）

保育料
月額 6,400円～22,400円

（保護者の町民税課税額により算定）

区　　分
２号認定

（３歳以上児）
３号認定

（３歳未満児）

保育短時間
月額 0円～

25,050円
月額 0円～

59,200円

保育標準時間
月額 0円～

25,450円
月額 0円～

60,250円

（保護者の町民税課税額により算定）

延長保育

対　　　象：保育短時間利用者
延長保育料： 午後４時から午後７時まで　１日につき

300円（月額上限は、同一階層の保育標準
時間保育料と保育短時間保育料との差額）

預かり保育

区　　分 預かり保育料

平　日 （月曜日から金曜日の午後
３時から午後６時まで）

１日につき　300円
（月額上限 4,000円）

土曜日 （午前８時から午後６時ま
での間の８時間以内）

１日につき　600円
（給食費を含む）

休業日 （午前８時から午後６時ま
での間の８時間以内）

１日につき　700円
（給食費を含む）

保育料の
軽減措置

母子・父子世帯軽減、多子世帯軽減　等
母子・父子世帯軽減、多子世帯軽減、３歳未満児軽減　

等

その他
満３歳以上児で各年齢別に編成する学級（クラス）は、１号認定と２号認定で別々に分かれるわけではなく、同一
学級での生活となります。
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　学校施設環境改善交付金に係る施設整備計画の事後評価は、交付金がもたらした成果等を検

証し、学校施設の整備を適切に進めるとともに、住民等への説明責任を果たすことを目的とし

て行っています。

　平成27年度を計画期間として、草津中学校技術室棟の耐震改修工事を実施しました。

　学校施設環境改善交付金交付要綱第８条第１項の規定に基づき、目標の達成状況等について

評価を行ったので、その結果を公表します。

草津町公立学校等施設整備計画事後評価の公表について

○地震、津波等の災害に備えるための整備
　【達成状況】計画どおり実施できた。（耐震化率の目標に対する達成状況100％）

　【所　　見】草津中学校における技術室棟の耐震事業については、計画どおり実施することが

できた。これにより、本町が保有する公立学校２校全ての施設において、文科省

が定める構造耐震指標値確保のための耐震補強工事が完了し、公立学校施設にお

ける耐震化率は100％を達成して、耐震化年次計画が終結した。

公立義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

○時期及び方法
　平成28年10月に教育委員会において事後評価を実施し、その結果を町の広報紙等で公表する。

事後評価の時期及び方法について

○総合所見
　今般の施設計画に計上した事業については、計画どおりに実施することができた。

○今後の施設整備計画への反映等
今後、教育的観点はもとより、地域の実情に応じた他の施設との複合化、共用化を含め、安

全面・機能面・環境面を考慮した施設改修を推進していく。

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

学校名 整備区分 事業番号 事業名 建物区分 構造区分 竣工年月日

草津中学校 ① 501 地震補強 校 Ｓ 平成27年10月30日

整備事業の内容
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今
月
の
町
長

　

黒
岩
町
長
が
10
月
１
日
か
ら
31
日
の
間
に
出
席
し
た
行
事
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。

●測定場所／草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′15″　東経138°35′45″）

●測定機器／シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型

※測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定結果 マイクロシーベルト毎時

測定月日 測　定　値 天　候 測  定  時  刻

10月17日 0.049 雨 午前９時00分

10月24日 0.076 晴　れ 午前９時00分

10月31日 0.050 晴　れ 午前９時00分

10
月３

日　

教
育
委
員
辞
令
交
付

６
日　

月
刊
事
業
構
想
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材

７
日　

や
す
ら
ぎ
福
祉
大
会

９
日　

第
15
回
西
吾
妻
少
年
武
道
大
会

10
日　

第
22
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
日　

吾
妻
郡
町
村
会
10
月
定
例
会

13
日
〜
15
日　

草
津
町
議
会
行
政
視
察
研
修

（
山
陰
方
面
）

16
日　

草
津
・
湯
の
街
商
工
祭

17
日　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東（
株
）代
表
取

締
役
社
長
来
庁

18
日　

小
口
資
金
融
資
斡
旋
審
査
会

　
　
　

群
馬
テ
レ
ビ（
株
）副
社
長
来
庁

　
　
　

山
形
県
尾
花
沢
市
区
長
会
視
察

19
日　

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
係
る
市
町

村
長
と
の
意
見
交
換
会
（
中
之
条
）

20
日　

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検

22
日　

生
涯
学
習
推
進
大
会
及
び
草
津
町
文
化

祭
芸
能
発
表

23
日　

大
島
杯
草
津
町
柔
道
大
会

25
日　

Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送

局
・
上
毛
新
聞
社
表
敬
訪
問

26
日
〜
27
日　

大
手
旅
行
会
社
等
表
敬
訪
問

（
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
）（
東
京
）

28
日　

１
０
０
歳
慶
祝
訪
問

　
　
　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
群
馬
県

支
部
研
修
会

　
　
　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
来
庁

草津町議会行政視察（城崎温泉）
にて意見交換

消防団秋季点検にて講評を述べる
黒岩町長

30
日　

第
29
回
群
馬
県
北
毛
地
区
空
手
道
大
会

31
日　

玉
村
町
長
来
庁

※現在の放射線量は、基準値以内で健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下（1,000マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト）
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
atio
n

町
の
将
来
を
検
討
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

現
在
、
町
で
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
（
イ
ン
フ
ラ

を
含
む
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
計
画
す
る

も
の
で
す
。
公
共
施
設
は
高
度
経
済
成
長
期

に
多
く
が
整
備
さ
れ
、
一
斉
に
更
新
・
大
規

模
修
繕
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
を
苦
し
い
財
政
の
中
で
場
当
た
り
的

に
更
新
・
大
規
模
修
繕
し
て
し
ま
う
と
町
が

破
綻
し
て
し
ま
う
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点

で
よ
り
良
い
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
計
画
策
定
の
た
め
、
ま
ず
は
町
民
の

皆
様
の
町
有
公
共
施
設
に
対
し
て
の
意
識
・

利
用
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
18
歳
以
上
の
町
民
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
千
人
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
答
え
い
た
だ

き
同
封
さ
れ
た
返
信
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と

回
収
箱
を
町
内
５
箇
所
に
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
方
も
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

よ
り
良
い
計
画
策
定
の
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
回
収
箱
設
置
場
所

役
場
会
計
課
窓
口
・
図
書
館
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
構
）
が
世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
蔓
延

防
止
と
、
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・

偏
見
の
解
消
を
目
的
に
制
定
し
た
も
の
で

す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
知
っ
て
い
て
も
、
分

か
っ
て
い
て
も　

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ  

Ｉ
Ｓ  

Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
で
す
。

　

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
感
染
し
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
に

〜
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
数
年
か
か
り
ま
す
。

発
症
す
る
前
に
も
人
に
感
染
さ
せ
る
力
は
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す

る
こ
と
で
、
発
症
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
エ
イ
ズ
の
相

談
検
査
を
無
料
匿
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
検
査

毎
週
水
曜
日　

午
前
９
：
30
〜
10
：
30
（
要

予
約
）

◆
電
話
相
談　

随
時

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所

　

中
之
条
町
西
中
之
条
１
８
３
―
１

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
０
３

「
つ
つ
が
虫
病
」
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

　

吾
妻
地
域
で
は
毎
年
秋
〜
初
冬
に
患
者
さ

ん
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
感
染
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ど
ん
な
病
気
？

・
主
に
秋
〜
初
冬
、
ま
た
は
春
〜
初
夏
に
か

け
て
多
く
み
ら
れ
る
感
染
症
で
、
ツ
ツ
ガ

ム
シ
（
ダ
ニ
の
一
種
）
に
刺
さ
れ
る
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。

・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
山
林
・
河
川
敷
な
ど
の

草
地
・
耕
作
地
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま

す
。

・
群
馬
県
内
で
は
北
毛
地
域
で
多
く
の
患
者

さ
ん
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

◆
ど
ん
な
症
状
？

・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
て
か
ら
７
〜
14
日

後
に
発
熱
、発
し
ん
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、

全
身
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
、
リ
ン

パ
節
腫
脹
な
ど
の
症
状
を
伴
い
ま
す
。

・
５
〜
10
㎜
大
の
刺
し
口
が
特
徴
で
す
。

◆
予
防
方
法
は
？

・
農
作
業
・
山
菜
採
り
・
河
川
敷
の
散
歩
時

な
ど
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

⑴
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
素
肌
を
出

さ
な
い
。

⑵
草
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
寝
転
ん
だ

り
し
な
い
。

⑶
作
業
中
に
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
な
ど
を

草
の
上
に
放
置
し
な
い
。

⑷
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る
。

⑸
こ
れ
ら
の
場
所
に
立
ち
入
っ
た
後
は
入
浴

し
、
着
替
え
を
す
る
。

自
動
車
税
の
納
税
は
口
座
振
替

で
！

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
期
限
を

う
っ
か
り
忘
れ
て
い
て
も
自
動
的
に
納
税
で

き
て
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
！
２
月
末
日
必
着
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、
来
年
度
の
納
税
（
５
月
末
）
か
ら

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
の
方
は
、
個
人
の
事
業
税
の

口
座
振
替
も
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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※
口
座
振
替
納
付
制
度
と
は
、
指
定
し
た
預

貯
金
口
座
か
ら
金
融
機
関
が
納
期
限
日
に

自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
す
る
制
度
で

す
。

◆
申
込
方
法

　

申
込
み
ハ
ガ
キ
（「
群
馬
県
税
預
金
口
座

振
替
依
頼
書
」）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

み
ハ
ガ
キ
は
、
行
政
県
税
事
務
所
・
自
動
車

税
事
務
所
・
市
町
村
窓
口
・
各
金
融
機
関
窓

口
等
に
あ
り
ま
す
。

〈
ご
注
意
〉

　

軽
自
動
車
税
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
町
村
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

・
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
０
０　

又
は

・
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡  
０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３

中
小
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

吾
妻
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

　

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
産
業
保
健
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
窓
口
）
で
は
、
常
時

50
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
の

産
業
保
健
活
動
（
労
働
者
の
健
康
管
理
や
保

健
指
導
な
ど
）
を
支
援
す
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
相
談
等
を
含
め
広
く
実
施
し
ま
す
。

　

産
業
保
健
活
動
に
係
る
相
談
等
は
、
基
本

的
に
無
料
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１　

健
康
診
断
結
果
の
有
所
見
者
に
係

る
医
師
の
意
見
聴
取

　
　
　
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
66
条
の
４

に
基
づ
き
実
施
義
務
が
あ
り
ま

す
。）

　

２　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
に
対
す

る
面
接
指
導

　
　
　
（
労
働
者
を
50
人
以
上
雇
用
す
る

事
業
場
は
、
平
成
28
年
11
月
30
日

ま
で
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。）

　

３　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
労
働
者

に
関
す
る
相
談
・
指
導

　

４　

そ
の
他
、
職
場
の
健
康
管
理
に
係

る
事
項
な
ど

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　

吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
28
―
９

　
（
吾
妻
郡
医
師
会
内
）

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
３
４

　

℻  
０
２
７
９
・
７
５
・
６
２
２
８

　

ま
た
は

　

中
之
条
労
働
基
準
監
督
署

　

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
６
６
４
―
１

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
０
３
４

　

℻  
０
２
７
９
・
７
５
・
２
０
７
３

「
群
馬
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
相
談
内
容

　

不
妊
・
不
育
症
に
関
す
る
検
査
・
治
療
方

法
や
治
療
へ
の
不
安
、
ま
た
家
族
関
係
等
の

相
談
を
、
お
受
け
し
ま
す
。

◆
相
談
日
・
時
間

予
約
制
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
原
則

個
別
面
接
相
談
）

10
時
〜
15
時
30
分
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

◆
相
談
場
所

　

前
橋
市
堀
之
下
町
16
―
１

　

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内

◆
費
用　

無
料

◆
予
約
受
付

　

℡  
０
２
７
・
２
６
９
・
９
９
６
６

　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時
ま
で

群
馬
県
よ
り
、
女
性
産
婦
人
科
医
に
よ

る
不
妊
・
不
育
症
に
関
す
る
相
談
窓
口

の
お
知
ら
せ
で
す

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、来る12月４日
から10日までの一週間を「第68回人権週間」と定め、全
国的に各種行事を企画しています。
　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会では、県
内の各市町村において、特設人権相談所を開設します。
　子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと等、人権
問題や困りごと等で悩んでいる方はどのようなことでも構
いませんので、お近くの特設人権相談所へお越しください。
料金は無料で、秘密は固く守ります。
　特設人権相談所へお越しになれない方は、通常通り前橋
地方法務局及び各支局で電話相談等を受け付けております
ので、ご利用ください。

※草津町における日程は次のとおりです。（予約不要）
◆日　時：12月１日（木）　10：00～15：00
◆場　所：草津町役場４Ｆ　第２委員会室
◆お問い合わせ先：総務課　TEL.88－0001

◆電話相談
　0570－003－110（みんなの人権110番）
◆インターネット
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

「第68回人権週間」について
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T
op
ics

ト
ピ
ッッ
ク
ス

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　10月９日に総合体育館にて、草津町剣道スポーツ少年団が創立35周年を迎えたことを記念し

た大会が郡内約90名の剣士の参加のもと盛大に開催されました。

　大会形式は、小学生から社会人までの７人のチームで争う団体戦で、３チーム×３リーグの

予選リーグ戦の後、勝ち抜いた３チームで決勝リーグ戦を行いました。一進一退の白熱した試

合展開に会場全体が大いに沸き上が

り、剣道を通して親交を深める「交

剣知愛」の言葉どおりの素晴らしい

大会となりました。

優　勝　真田幸村チーム

準優勝　徳川家康チーム

第３位　織田信長チーム

　10月21日（金）、総合体育館２Fフロアーにおいて、標記大会が開催されま

した。

　７チーム、総勢80名が参加し、白熱した試合が繰り広げられました。

　大会結果は以下の通りです。

優　勝　草津Vキッズ

準優勝　 然素材

第３位　チームフォレスト

　10月26日、南本町第３人工芝グラウンドにおいて町民グラウンドゴルフ大会が行われました。

　総勢25名の方々が参加され、仲間同士楽しく、また日頃の成果を発揮された素晴らしい大会

が行われました。

　大会結果は以下のとおりです。

試合方法：８×４（32ホールストロークプレー）

大会結果：男子　優　勝　川島　有泰

　　　　　　　　第２位　岩野　安雄

　　　　　　　　第３位　高原　忠雄

女子　優　勝　山口　杉江

　　　第２位　内海　愛子

　　　第３位　佐藤ふく江

　10月10日（月・祝）、レクの森テニスコートにおいて、標記大会が

開催されました。

　当日は天気にも恵まれ、総勢15名が参加しテニスを楽しみました。

　大会結果は以下の通りです。

試合方法：男女混合ダブルス　７組リーグ戦

大会結果：第１位　関　　　亘・関　　琴里

　　　　　第２位　樋渡　洋行・千葉美智子

　　　　　第３位　加村　　良・佐藤　弘子
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　10月２日（日）、レクの森野球場において、葉

山町・草津町親善野球大会が開催されました。

　当日は天気にも恵まれ、総勢32名が野球を通

じての交流を楽しみました。

　11月３日（祝・木）、樹徳高校において標記大

会が行われました。

　栃木・群馬の強豪校31校が参加し、男子は団

体、女子は２階級の個人戦が行われました。

　草津町から参加した選手が優秀な成績を収め

ましたのでお知らせします。

○男 子 団 体 の 部　第３位

○女子個人軽量の部　準優勝（長岡采枝）

　地域において、生涯スポーツの健全な普及及び発展に貢献があったとして、群馬県知事より標記表彰がありまし

た。

　草津町から１名、１団体が表彰されました。受賞者は下記のとおりです。

　受賞された　福田隆次さん、草津町ゲートボール協会の皆さん　大変おめでとうございます。

　今後の更なるご活躍を祈念いたします。

○生涯スポーツ功労者

　福田　隆次さん（草津町スポーツ少年団団長、体育協会本部役員、サッカー少年団団長などを歴任され、幅広く

生涯スポーツに貢献）

○生涯スポーツ優良団体

　草津町ゲートボール協会（ゲートボールを通じ生涯スポーツ及び健康増進に貢献）

草津町ゲートボール協会のみなさん
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こ
の
和
歌
は
、
草
津
の
秋
を
詠
っ
た
も

の
と
し
て
有
名
な
一
首
で
す
。
現
在
で
も

10
月
の
終
わ
り
か
ら
11
月
初
め
、
白
根
は

雪
景
色
で
草
津
は
紅
葉
。
前
橋
や
東
京
の

平
野
部
で
は
紅
葉
を
楽
し
む
に
は
ま
だ
早

い
時
期
で
す
。
現
代
に
も
通
じ
、
と
て
も

分
か
り
や
す
い
こ
の
和
歌
の
作
者
は

近こ
の
え
り
ゅ
う
ざ
ん

衛
龍
山
（
１
５
３
６
〜
１
６
１
２
）
と

も
堯ぎ
ょ
う
え恵
（
１
４
３
０
〜
１
４
９
８
）
と
も

言
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
も
し
ば
し

ば
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
津
の
季
節
を

的
確
に
示
し
て
い
て
、
草
津
を
訪
れ
た
旅

行
者
も
秋
の
草
津
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
作
者
は
誰
な
の
か　

近
衛
龍
山
説

　

文
政
11
（
１
８
２
８
）
年
８
月
に
草
津

を
訪
れ
た
富と
み

田た

永え
い

世せ
い

（
国
学
者
・
１
７
７

７
〜
１
８
５
５
）
が
記
し
た
『
上
毛
温
泉

廻
り
』
に
は
「（
こ
の
歌
は
）
近
衛
龍
山

の
御
歌
だ
と
、寺
で
は
言
い
伝
え
て
い
る
。

永
禄
３
（
１
５
６
０
）
年
近
衛
関
白
が
、

越
後
へ
下
向
し
、
五
年
の
後
都
へ
帰
っ
た

と
、「
王
代
一
覧
」
な
ど
に
見
え
、
上
杉
謙

信
が
、
関
東
を
征
伐
す
る
た
め
に
戦
場
に

伴
っ
た
と
い
う
こ
と
も
「
北
越
軍
記
」
や

「
甲
陽
軍
鑑
」
な
ど
に
見
え
て
い
る
か
ら
、

そ
の
折
に
で
も
、
こ
こ
に
寄
っ
た
時
の
歌

か
と
も
思
わ
れ
る
。
薬
師
堂
に
、
龍
山
公

の
歌
だ
と
い
っ
て
、
板
に
書
い
て
か
け
た

の
を
見
る
と
、
天
正
15
（
１
５
８
７
）
年

５
月
８
日
と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
湯
浴

み
の
た
め
別
に
下
向
し
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
と
さ
れ
た
近
衛
龍
山
と
は
、
戦
国

時
代
を
生
き
抜
い
た
公
家
で
、
宮
中
で
は

関
白
、
左
大
臣
な
ど
を
歴
任
。
足
利
将
軍

家
や
上
杉
謙
信
、
織
田
信
長
、
徳
川
家
康

な
ど
と
も
つ
な
が
り
の
あ
る
当
時
の
有
力

な
人
物
で
す
。

　

確
か
に
龍
山
は
上
杉
謙
信
と
共
に
関
東

に
来
て
前
橋
に
も
滞
在
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、草
津
に
も
入
湯
し
た
と
考
え
ら
れ
、

実
際
、
同
時
期
の
吉よ
し

田だ

兼か
ね

見み

が
記
し
た

『
兼か
ね

見み

卿き
ょ
う

記き

』
に
は
「（
天
正
十
五
（
１
５

８
７
）
年
）
三
月
十
三
日
（
略
）
今
度
ク

サ
ウ
津
之
湯
へ
御
入
也
」「
三
十
日
ク
サ

ウ
津
へ
御
下
向
」「
五
月
五
日
（
略
）
龍

山
ク
サ
ウ
津
へ
御
湯
治
」
と
あ
り
、
３
月

の
は
じ
め
か
ら
様
々
な
準
備
を
し
、
同
月

30
日
に
京
を
発
っ
て
草
津
湯
治
を
行
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。『
草
津
温
泉
誌　

第
壱
巻
』（
ｐ
５
０
４
〜
）
に
は
「
仮
に
、

京
都
か
ら
草
津
温
泉
ま
で
の
旅
行
日
数
を

こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です 草津を知る・シリーズ草津を知る・シリーズ5151

〈秋の和歌の作者は？？〉〈秋の和歌の作者は？？〉“くさづよいとこ薬のいでゆ”“くさづよいとこ薬のいでゆ”
草津町立草津図書館所蔵の資料から、草津町立草津図書館所蔵の資料から、
温泉とともに歩んだ温泉とともに歩んだ
長い歴史の1ページを今月もめくります。長い歴史の1ページを今月もめくります。
ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどるちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる
旅にでかけませんか？旅にでかけませんか？

里
は
ま
だ　

紅
葉
の
秋
に　

時
知
ら
ぬ

白
根
に
今
朝
は　

雪
ぞ
降
り
け
る
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い
ず
れ
も
そ
れ
を
書
い
た
真

筆
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た

め
、確
定
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
現
在
も
同
じ
で
す
。

　
『
草
津
温
泉
誌　

第
壱
巻
』

（
ｐ
４
９
８
）
に
は
、
堯
恵

の
「
北
国
紀
行
」
を
紹
介
し

「（
堯
恵
は
）
９
月
の
半
ば
過

ぎ
に
草
津
温
泉
に
着
い
て
い

る
。
旧
暦
の
９
月
15
日
頃
と

言
え
ば
現
在
の
10
月
下
旬
に

あ
た
る
か
ら
、
草
津
温
泉
は

そ
ろ
そ
ろ
冬
住
み
の
季
節
で

あ
り
、
相
当
寒
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
（
略
）
富
田
永
世
が

龍
山
作
と
紹
介
し
て
い
る

「
里
は
ま
だ
」
の
歌
は
、
お

そ
ら
く
堯
恵
の
作
を
誤
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

龍
山
の
入
湯
は
５
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

歌
と
季
節
が
合
わ
な
い
。
堯
恵
の
作
で
あ

れ
ば
季
節
も
符
合
す
る
」
と
推
測
し
「
里

は
ま
だ
」
の
歌
の
作
者
は
堯
恵
と
結
論
付

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
人
が
書

い
た
も
の
が
な
い
以
上
、
決
め
つ
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歌
を
詠
ん
だ
時
期

（
秋
）
は
堯
恵
が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
ま

す
が
、
作
者
は
果
た
し
て
誰
な
の
か
、
謎

の
ま
ま
で
す
。

片
道
15
日
と
す
る
と
往
復
に
１
カ
月
と
な

る
。
30
日
に
京
都
を
発
っ
て
４
月
15
日
頃

に
は
草
津
へ
着
い
た
と
み
ら
れ
る
。
帰
途

も
15
日
と
す
る
と
往
復
に
１
カ
月
は
か

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
龍
山
の
草
津
で

の
湯
治
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
一
切
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
京
か
ら
近

い
湯
治
場
と
言
え
ば
、
有
馬
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
治
安
の
悪
い
戦
国
の
世

に
、
京
か
ら
遠
い
東
国
の
温
泉
に
わ
ざ
わ

ざ
湯
治
を
行
う
こ
と
も
異
例
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
が
先
述
し
た
よ
う
に
越
後
の
上

杉
家
と
の
関
係
も
あ
り
、
湯
治
以
外
の
目

的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
記
録
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　

龍
山
は
光
泉
寺
に
「
薬
師
堂
法
楽
和
歌
」

を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
薬
師
如
来

に
奉
納
し
た
和
歌
10
首
で
、「
里
は
ま
だ
」

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
作
者
は
誰
な
の
か　

堯
ぎ
ょ
う

恵え

説

　

堯
恵
は
室
町
時
代
の
歌
人
、
天
台
僧
。

各
地
を
回
り
、『
善
光
寺
紀
行
』
や
『
北
国

紀
行
』
を
残
し
て
い
ま
す
。『
北
国
紀
行
』

は
文
明
17
（
１
４
８
５
）
年
か
ら
長
ち
ょ
う
き
ょ
う享
元

（
１
４
８
７
）
年
に
東
国
を
旅
し
た
時
の

記
録
で
す
。
こ
の
中
に
「
是
よ
り
桟さ
ん

路じ

を

つ
た
ひ
て
、
久く

草そ
う

津づ

の
温
泉
に
二ふ
た
な
の
か
ば
か
り

七
日
計

入
て
、
詞
も
つ
づ
か
ぬ
愚
作
な
ど
を
し
鎮

守
の
明
神
に
奉
り
し
（
略
）」
と
険
し
い

道
（
桟
路
）
を
通
っ
て
２
週
間
ほ
ど
湯
治

を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
堯
恵

が
来
草
し
た
の
は
９
月
下
旬
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、堯
恵
は
草
津
で
ど
こ
に
泊
ま
り
、

何
を
食
べ
、
ど
こ
に
入
浴
し
、
ど
ん
な
入

浴
を
し
て
い
た
か
に
は
一
切
、
触
れ
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
室
町
時
代
後
期
に
は
湯

治
客
を
２
週
間
受
け
入
れ
る
施
設
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
ま
す
。
堯
恵
は

歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
愚
作
と
謙
遜
し
な
が

ら
も
、
鎮
守
の
明
神
に
奉
納
し
て
お
り
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
の
愚
作
の
一
つ
が

「
里
は
ま
だ
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

時
代
は
下
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
天
保

３
（
１
８
３
２
）
年
、
岩い
わ

下し
た

貞さ
だ

融あ
き

（
国
学

者
・
１
８
０
１
〜
１
８
６
７
）
は
「（
草

津
の
宿
屋
の
隠
居
が
言
う
に
は
）
近
頃
に

な
っ
て
、
こ
の
白
根
の
う
た
を
龍
山
公
の

歌
だ
と
心
得
て
い
る
人
が
あ
る
の
は
誤
り

で
あ
る
」「
近
衛
龍
山
公
の
詠
ま
れ
た
十

首
の
歌
、
堯
恵
法
印
が
詠
ま
れ
た
と
い
う

二
つ
の
歌
な
ど
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
古
く
か
ら
名
あ
る
人
々
が
訪
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
」と
『
草
津
私
記
』（『
草

津
温
泉
誌　

第
壱
巻
』
ｐ
１
０
３
３
、
１

０
３
６
）
の
中
で
述
べ
、「
里
は
ま
だ
」
の

歌
の
作
者
は
近
衛
龍
山
で
は
な
く
堯
恵
だ

と
記
し
て
い
ま
す
。

③
ほ
ん
と
う
の
作
者
は
？

　

江
戸
時
代
の
草
津
で
は
、「
里
は
ま
だ
」

の
歌
は
か
な
り
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
そ
の
作
者
は
近
衛
龍
山
、
堯
恵
の

二
人
が
有
力
で
し
た
。
し
か
し
、
両
者
の

『北国紀行』（堯恵）草津の記述部分（左側）（国立国会図書館デ
ジタルコレクションから転載）
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ベルツ保育園ベルツ保育園
誌上体験！探訪

もちつき
　お父さんのつく杵の音に子ども達は大喜び、年長組はもちつき体験をしました。
　お家の人と一緒にお餅を丸め、給食を一緒に食べました。

思い出遠足　前橋子ども公園
　バスの中では大きな声で歌を唄い、公園内では
体をいっぱい使う遊具に汗をかきながら遊んでい
ました。お家の人の作ってくれたお弁当のおいし
かったこと！どの子も大喜びで食べていました。

文化祭
　和太鼓の音と一緒に踊る「龍神太鼓」たくさ
んの人に見てもらう中で堂々と踊っていました。

お散歩
　この間までハイハイをしていた子が歩け
るようになり、笑顔がたくさん増えました。

11月11日から
12月10日までの予定
11月15日　身体測定
11月17日　誕生会
12月１日　避難訓練
12月８日　誕生会

　青空がきれいなこの季節、木の葉の色づきなどで季節が動いていくことを感じられるようになりました。
保育園から見る山々は黄色く、その中を友達と手をつなぎ、小さい子は大きい子に手を引かれてお散歩に出
かけます。年長組は保護者会の方と一緒にお餅つきを体験しました。他にもバスで思い出遠足に出かけ、
文化祭にも出演しました。

いでゆ　第623号 20



11月号
大
震
災 
荒
ぶ
る
地
球
の 

恐
ろ
し
さ 

い
つ
収
ま
る
か 

尾
を
引
く
余
震

 

直　

井　

君　

代

　

本
震
、
余
震
、
災
害
と
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
日
流
れ
、
収
ま
る
と
き
は
来
る
の

だ
ろ
う
か
。

　10月22日（土）、草津音楽の森国際コンサートホールにおいて、「文化とまなび
のフェスティバル」が開催されました。総勢960名の方にご来場いただき、盛
大に開催されました。
　第24回生涯学習推進大会では、日頃より生涯学習の推進や文化の振興に寄与
された方に生涯学習表彰・文化賞が贈られ、４名１団体の方々が受賞されました。
おめでとうございました。
　第44回文化祭 芸能発表会では、子どもからお年寄りまで様々な演目の発表が
あり、見に来られた方々も満足して帰られました。
　来年度も多くの方のご参加・ご来場をお持ちしております。

【趣　旨】
　子ども・若者は、親等の家族にとっても、社会にとっても、大きな可能性を秘めたかけがえのない存在で
あり、全ての子ども・若者が、自尊感情や自己肯定感を育み、自己を確立し、社会との関わりを自覚し、自
立した個人として健やかに成長するとともに、明るい未来を切り拓いていくことが期待される。
　政府において、本年２月に「子ども・若者育成支援推進大綱」を策定し、その中で、子ども・若者の育成
支援を、家庭を中心として、行政、学校、企業、地域等、社会全体で取り組むべき課題と位置付け、全ての
子ども・若者が健やかに成長し、全ての若者が自立・活躍できる社会の実現を目指すこととしている。
　しかしながら、子ども・若者に関しては、依然、支援を必要とするニート、ひきこもり、不登校などの社
会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者の問題や、少年非行、いじめの問題、児童虐待、児童ポ
ルノなど子どもが被害者となる事件など社会全体で取り組まなければならない問題がある。これらの多様で
複合的な問題の解決には、行政、青少年の育成支援に関わる諸団体等が専門の垣根を越えて連携協力すると
ともに、地域住民一人一人の取組・参加を促すことにより、子ども・若者を孤立させず、地域全体で支えて
いく社会を築くことが重要である。
【期　間】
平成28年11月１日（火）から30日（水）までの１カ月間
【取り組むべき課題　重点事項】
◎若者の社会的自立支援の促進　◎子どもの貧困対策推進　◎児童虐待の予防と対応　◎子どもの貧困対策の推進
◎生活習慣の見直しと家庭への支援　◎子どもを犯罪や有害環境から守るための取組の推進
【実施主体】
内閣府、警察庁、金融庁、消費者庁、総務省、法務省、最高検察庁、外務省、財務省、国税庁、文部科学省、
厚生労働省、農林水産省、国土交通省、環境省、防衛省、最高裁判所、都道府県、市区町村、青少年育成都
道府県民会議、青少年育成市町村民会議、青少年関係諸団体

「文化「文化ととまなびまなびののフェスティバル」フェスティバル」

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です

～ 支えよう  輝くひとの  夢みらい ～

いでゆ　第623号21
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★12月６日（火）　10:30～11:30
助産師さんのお話です（*^▽^*）
身体のことや些細な事、なんでも聞いて
みませんか⁉ 
★12月13日（火）　10:30～11:30
栄養士さんと簡単X'masメニューを作
ります‼ 内容はお楽しみに…‼ （*́ 艸｀）

◆問い合わせ先
　草津町社会福祉協議会
　TEL.88－1050

すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　　　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館
【場所】いきいきプラザ草津（保健福祉センター内）
◆対象…乳幼児（0～3歳児中心）とその保護者や妊娠中の方

上記の内容は変更になる場合があります

日 科 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

11月13日
（日）

中之条町
けんもち医院
（75）5155

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

11月20日
（日）

中之条町
後藤医院

（75）2230

嬬恋村
嬬恋村診療所
（97）3020

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

11月23日
（水）

東吾妻町
小池医院

（67）2030

長野原町
長野原診療所
（85）2259

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

11月27日
（日）

東吾妻町
吾妻脳神経外科循環器科
（68）5211

嬬恋村
桜井クリニック
（97）3800

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

✚11月当番医予定表

・町県民税 ３期

・国民健康保険税 ５期

・後期高齢者医療保険料 ５期

 納期限　平成28年11月30日㈬

今月の納税

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

蜂
はち

須
す

賀
か

　茉
ま

　結
ゆ

すが

原
わら

歩
あゆ

輝
き

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

新
あら

井
い

　弘
ひろ

雄
お

78

白
しら

鳥
とり

　忠
ちゅうじ
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24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
11月（１日から30日）

月曜／インフルエンザのはなし
火曜／インフルエンザの予防
水曜／アトピー性皮膚炎―スキンケアの重要性
木曜／高齢者の皮膚病
金曜／低血圧と食事
土・日曜／ノロウィルスの知識

☆直接相談タイム（医師対応）
16日（水）「歯科」
午後７時30分～午後９時まで
※トラブル防止のため、お名前と
　電話番号をお伺いします。

吾妻郡医師会ホームページにて最新の当番医表をご覧いただけます。
http://agatsuma.gunma.med.or.jp/resident_001.html

本誌「我が家のアイドル」コーナーでは４歳
未満のお子さんの登場をお待ちしています。
問い合わせ先　総務課 TEL.88－0001

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

※地区、保護者については印刷版の広報に掲載してあります

平成28年11月～12月　予定表
月 火 水 木 金

11月21日 22 23 24 25
自由ひろば 10:30～14:00

★バザー10点100
円

勤労感謝の日
休館日

13:30～14:30
★リズム＆リト
ミック
　（参加費200円）

自由ひろば
15:30～
◎ハッピールーム

28 29 30 12月１日 ２
自由ひろば 11:00～12:00

★子育て講座「“自
分で解決できる
子”に育てる」
　（参加費200円）

自由ひろば 10:30～11:30
★ママ＆プレママ
café

14:00～15:00
★ママ＆マタニティ
ヨガ
　（参加費200円）

自由ひろば

５ ６ ７ ８ ９
自由ひろば 10:30～11:30

★助産師さんの
お話
　（参加費200円）

自由ひろば 14:00～14:30
★お話会

自由ひろば

12 13 14 15 16
自由ひろば 10:30～11:30

★栄養士さんと簡単
X'masメニューを
作ろう‼ 
　（参加費200円）

自由ひろば 11:00～12:00
★ベビーマッサージ
　（参加費200円）
13:30～14:30
★子育て講座「家
族で子育てす
る♪」
　（参加費200円）

自由ひろば

いでゆ　第623号23



タウンデータ

人口・世帯数
（28年11月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,255人
6,603人

26人
33人

女
世　帯

3,348人
3,429世帯

入り込み客数
（平成28年９月分）

合　計

宿　泊

日帰り

243,895人（95.29%）

173,080人（101.63%）

70,815人（82.68%）
（　）前年対比

編集ミニ後記 毎年恒例となった地域ブランド調査が発表。魅力度や観光力を調査、順位付したもので群馬県は47都道府県中45位（昨年45位）、
草津町は全国1000市町村別で41位（昨年57位）と健闘しました。なぜ、こんなに良い地域なのに群馬県は知名度が低いのか⁉ （た）

日 月 火 水 木 金 土
行事の実施場所及び問合せ先
◆○保 …保健センター　℡88－5797　　　◆○商 …商工会　℡88－2067
◆○図 …図　書　館　　℡88－7190
◆○総 …総　務　課　　℡88－0001
◆○教 …教育委員会　　℡88－0005
◆○観 …観 光 協 会　　℡88－0800

11 12
・広報いでゆ
　11月号発行日
・四種混合予防接種①
　（13:30～）○保

・両親学級（指定され
た時間）

　長野原町保健セン
ター

　○保

13 14 15 16 17 18 19
・元気アップスクール
⑬（9:30～）○保

・高齢者サロン（9:30～）
・手作り離乳食講習会
（13:30～）
・スマイルボウリング大
会（申込制）（9:30～）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・元気アップスクール
⑭（9:30～）
・健康相談（13:30～）
　○保

・高齢者サロン（9:30～）
・頭と体の体操教室
　（①13:15～②14:45～）
　○保

・ヒブ・小児肺炎球菌
予防接種（13:30～）
　○保

20 21 22 23 24 25 26
・元気アップスクール
⑮（9:30～）○保

・高齢者サロン
　（9:30～）○保

勤労感謝の日 ・高齢者サロン（9:30～）
・スプリング研修会
　（13:30～）
　○保
・人権・行政相談
　（10:30～14:30）
　○総

・胃・大腸がん検診
　（6:00～8:30）
・子宮・乳がん検診
　（13:30～14:00）
　○保
・人権福祉講演会
　○総

27 28 29 30 12/1 2 3
・元気アップスクール
⑯（9:30～）○保

・高齢者サロン
　（9:30～）
・乳児相談（10:00～）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・元気アップスクール
⑰（9:30～）
・乳児健診（13:00～）
・１歳６カ月児健診
（13:30～）
　○保

・高齢者サロン（9:30～）
・中学３年生栄養教室
（13:35～）於:中学校
　○保
・人権・行政相談
　（10:30～14:30）
　○総

・四種混合予防接種②
（13:30～）
　○保

4 5 6 7 8 9 10
・高齢者サロン
　（9:30～）
・母子保健推進員研修
会（10:00～）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・元気アップスクール
⑱（9:30～）
　○保

・高齢者サロン（9:30～）
・中学３年生栄養教室
（13:35～）於:中学校
　○保

・広報いでゆ
　12月号発行日
・ベビールーム
　（10:00～）○保

10月データの訂正
世帯  3,515世帯（誤）
　　  3,436世帯（正）（ ）

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050

Ⓡ

草津町人権福祉講演会
LGBTってなんだろう？

－互いの違いを受け入れあえる社会を目指して－

日時：11月25日（金）
 13:30～
場所：草津中学校体育館
＊申込み不要、入場無料です。上履
きをご持参の上、暖かい支度で
お越しください。講演の撮影・録
音・録画は禁止されております。

主催：草津町・草津町教育委員会・草津町社会福祉協議会
後援：前橋地方法務局中之条支局・中之条人権擁護委員協議会
お問い合わせ：草津町社会福祉協議会　TEL.88－1050

NPO法人 ReBit（リビット）は、
LGBT（同性愛者や性同一性障害
など）を含めた全ての子どもた
ちがありのままで大人になれる
社会を目指しています。
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今年の冬は寒い？暖冬？　気象庁は今年
の冬は寒いとの予報を出しました。全国
的に平年よりも雪が降る日が多い予想だ
そうです。季節の変わり目、体調管理を
しっかりしましょう。

11月の
行事予定表


